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１．歯科技工士学校数

2002-2003（教育）年度、米国における歯科技工士学校数はCDA・歯科教育認定審議会認定校、24校であった。（19州に分散）。1990年、49校、1998-1999、34校に比し、大幅減少傾向にある。過去、5ケ年間で、入学者数、及び卒業者数は、39.0%減少している。注：CDA＝Commission on Dental Accreditation）

推定理由：

1 （技工士学校）卒業生と非卒業生間の給与格差が大きくない。

2 一般の商業技工所内の技術訓練がより効率的である。

２．受験者数・入学者数・卒業生数
①　受験者：1998-1999年、1,100名。2002-2003年、772名。

②　合格者：1998-1999年、856名。2002-2003年、659名。

3 入学者：1998-1999年、487名。2002-2003年、517名。

4 卒業生：1998、490名。2002年、299名。

5 2002年度卒業生の65.6%は米国市民

6 2002年度卒業生の58.0%は30歳未満

7 歯科技工従事者数：2002年、47,000名。

３．技工士学校（認定校）の内訳　（2002-2003）

短期大学、12校、専門短期大学、又は機関、5校、4年制大学、４校（歯学部付属１校）、

職業学校、３校。小計：24校。

入学資格：高等学校卒業（GED）

４．授業料（授業料他、教科書、実習、教育器材等を含む）（2002-2003）
①　州外学生：平均：＄12,464（137万円）

2 域内学生：平均：＄5,237（58万円）

５．技工士（CDT）資格
CDT（Certified Dental Technician）取得のためには、歯科技工資格試験審議会（Board for Certification in Dental Laboratory Technology）による試験に合格せねばならない。

CDTは5ケの専門科目の内、一つ、乃至、複数を専門とする。「総義歯、可撤式部分床義歯、クラウン・ブリッジ、セラミックス、矯正」

６．雇用
①　2001年、最低、1名の歯科技工士（常勤、又はパートタイム）を雇用した個人立　

歯科医院は6.6%。また、歯科技工士（常勤、又はパートタイム）を雇用する個人立歯科医院では平均的に、歯科医一人あたり、歯科技工士1名を雇用した。

2 平均的な商業技工所は5名から10名の歯科技工士を雇用している。

3 歯科技工士の勤務先：歯科医院、歯学部、病院、歯科補綴材料企業

4 2002年における、歯科技工士の平均時給は、＄13.70（1,500円）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱　モリタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧問　増田次郎

追記：

英文は、dental laboratory technicianとなっているので、歯科技工士と訳出しているが、“歯科技工に従事している者”という意味合いであり、国家試験を合格した日本の歯科技工士とは異なると思われる。日本の歯科技工士に対応するのはCDT.(Certified Dental Technician)。従って、上記では、CDTを含む“歯科技工者”という訳出が適切かもしれない。

